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平
成
27
年 

山
口
市 

主
な
出
来
事

4月

第 23 回世界スカウトジャンボリーが
きらら博記念公園で開催

中原中也の副読本公開授業

新山口駅 南北自由通路・橋上駅舎
の供用開始

災害時における物資の供給に関する
協定書調印式

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
放
映
開
始
（
4
日
）

王
子
ゴ
ム
化
成
株
式
会
社
が
山
口
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
新
事
業

所
建
設
決
定
（
2
日
）
／
山
口
保
育
園
（
や
ま
ぐ
ち
子
育
て

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
併
設
）
増
改
築
（
7
日
）
／
木
工
作
家

竹
部
徳
真
氏
に
第
7
回
や
ま
ぐ
ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
大
賞

を
贈
呈
（
9
日
）
／
中
原
中
也
の
副
読
本
で
公
開
授
業
実
施

（
10
日
）【
写
真
】
／
阿
武
川
源
流
保
全
会
が
、
平
成
26
年
度

多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業
中
国
四
国
農
政
局
長
最
優
秀
賞

受
賞
（
12
日
）
／
秋
穂
小
学
校
新
校
舎
落
成
式
お
よ
び
開
校

１
４
０
周
年
記
念
式
典
開
催
（
15
日
）
／
前
議
長
辞
職
に
伴

う
市
議
会
の
議
長
・
副
議
長
決
定
（
23
日
）

山
口
市
消
防
本
部
庁
舎
耐
震
化
工
事
完
了
・
中
央
消
防
署
訓

練
塔
新
築
工
事
完
了
（
13
日
）
／
湯
田
温
泉
観
光
回
遊
拠
点

施
設
「
狐
の
足
あ
と
」
開
館
（
22
日
）
／
災
害
時
に
お
け
る

物
資
の
供
給
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式
開
催
（
23
日
）【
写

真
】
／
消
防
団
東
部
方
面
隊
仁
保
分
団
第
２
班
の
車
庫
の
落

成
式
開
催
（
27
日
）
／
消
防
団
阿
東
第
１
方
面
隊
嘉
年
分
団

へ
の
救
助
資
機
材
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
搬
送
車
の
交
付
式
開

催
（
29
日
）
／
定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
成
・
指
導
す
る
定
住

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
委
嘱
（
30
日
）
／
市
史
「
史
料
編　

民

俗
・
金
石
文
編
」
刊
行
（
31
日
）

中
原
中
也
記
念
館
19
歳
未
満
入
館
料
無
料
化
開
始
（
１
日
）

／
ふ
る
さ
と
や
ま
ぐ
ち
寄
附
金
お
礼
の
品
を
拡
充
（
１
日
）

／
小
型
風
力
発
電
設
備
完
成
（
6
日
）
／
第
1
回
山
口
市
ま

状
交
付
式
開
催
（
1
日
）
／
一
の
坂
川
交
通
交
流
広
場
完
成

（
2
日
）
／
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
（
5
日
）
／
山
口

ふ
れ
あ
い
館
30
周
年
記
念
事
業
開
催
（
12
日
）
／
新
山
口
駅

南
北
自
由
通
路
の
垂
直
庭
園
に
植
物
を
植
え
付
け
（
13
日
）

／
広
報
紙
「
幕
末
維
新　

山
口
も
の
が
た
り
」
発
行
（
15

日
）
／
椹
野
川
漁
協
で
モ
ク
ズ
ガ
ニ
の
増
養
殖
実
証
実
験
開

始
（
22
日
）
／
角
一
化
成
株
式
会
社
が
鋳
銭
司
団
地
に
進
出

決
定
（
27
日
）
／
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
で
ベ
ス
ト
Ｐ

Ｒ
賞
受
賞（
27
日
）／
第
23
回
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

開
幕
（
28
日
）【
写
真
】

山
口
市
ほ
っ
と
安
心
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
用
開
始
（
1

日
）
／
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
開
催

（
16
日
）
／
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
［
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
］
の
入
館

者
数
が
９
０
０
万
人
に
到
達
（
19
日
）
／
山
口
市
ス
ポ
ー
ツ

の
森
20
周
年
記
念
事
業
開
催
（
23
日
）
／
仁
保
中
学
校
屋
内

運
動
場
竣
工
記
念
式
典
開
催
（
29
日
）

山
口
・
小
郡
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
運
用
開
始

（
1
日
）
／
十
朋
亭
周
辺
土
地
建
物
の
寄
附
者
で
あ
る
萬
代

一
平
氏
に
紺
綬
褒
章
授
与
（
11
日
）

国
勢
調
査
実
施
（
1
日
）
／
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
小
学

６
年
生
ま
で
拡
大
（
1
日
）
／
山
口
市
誕
生
10
周
年
記
念
式

典
開
催
（
3
日
）
／
「
山
口
市
健
康
都
市
宣
言
」
を
実
施

（
3
日
）
／
新
山
口
駅
南
北
自
由
通
路
・
橋
上
駅
舎
供
用
開

始
（
3
日
）【
写
真
】
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
、
マ
イ

　

今
年
は
、
山
口
市
、
小
郡
町
、
秋
穂
町
、
阿
知
須
町
、
徳
地
町
が
合
併
し
て
か
ら
10
年
、
阿
東
町

と
の
合
併
か
ら
５
年
と
い
う
節
目
の
年
で
し
た
。
ま
た
、
狐
の
足
あ
と
の
開
館
や
、
新
山
口
駅
タ
ー

ミ
ナ
ル
パ
ー
ク
の
整
備
が
進
む
な
ど
、
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り
が
着
実
に
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
第
23
回
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
や
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口

２
０
１
５
で
は
国
内
外
の
多
く
の
人
を
お
も
て
な
し
し
ま
し
た
。
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
、
本
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
楽
し
く
交
流

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
年
一
年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課 

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
５
３
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チャレンジデーに参加・初勝利

ねんりんピックおいでませ！山口 2015

3 月 22 日、湯田
温泉のにぎわいの
創出や回遊の促進
の拠点、景観形成
の起点となる施設

「狐の足あと」が
開館しました。施
設 内 の カ フ ェ で
は、本市ならでは

の食を楽しめる他、お土産などの情報も発信しています。
また、展示スペースでは、大河ドラマ「花燃ゆ」のパネ
ル展示や新進アーティスト大賞受賞者の作品展示などを
行いました。観光客だけでなく、市民の皆さんにも足湯
を利用していただき、約半年で当初の年間入館者数見込
を上回る 10 万人以上の来場がありました。

湯田温泉観光回遊拠点施設「狐の足あと」が完成
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7 月 2 日、 中 心
市街地に整備を進
めていた一の坂川
交通交流広場が完
成しました。この
広場は、市民が憩
える空間を創出す
るとともに、周辺
の文化施設や商店
街への回遊性を高めることを目的として整備されたもの
です。噴水のあるふれあい広場では、夏には水遊びをす
る親子連れでにぎわったほか、秋にはイベントが開催さ
れるなど、多くの人が集いました。

10 月 3 日、山口
市誕生 10 周年を
記念して、式典を
開催しました。式
典では、山口市民
の歌「ふるさとの
風」が大合唱され
た他、会場には各
地域の特色・活動

を紹介する出展ブースや伝統文化の披露があり、多くの
来場者でにぎわいました。
また、健康都市やまぐちの実現をめざし、「健康都市宣言」
を行いました。
この他にも、１年を通してさまざまな記念事業が行われ、
さらなる本市の一体感の醸成を図りました。

山口市誕生 10 周年記念式典を開催

一の坂川交通交流広場が完成

ピックアップ ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
推
進
会
議
開
催
（
21
日
）

／
第
1
回
山
口
市
総
合
教
育
会
議
開
催
（
23
日
）
／
宮
野
財

産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
26
日
）
／
岡
本
啓
氏
に
第
20
回

中
原
中
也
賞
を
贈
呈
（
29
日
）

タ
ク
シ
ー
・
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
市
政
情
報
発
信
開
始
（
１
日
）

／
幕
末
維
新
史
跡
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
販
売
開
始
（
１
日
）
／
や

ま
ぐ
ち
サ
ッ
カ
ー
交
流
広
場
５
周
年
記
念
事
業
開
催（
3
日
）

／
市
立
図
書
館
全
館
統
一
企
画「
こ
ど
も
ワ
イ
ワ
イ
図
書
館
」

実
施
（
5
日
）
／
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
に
参
加
・
初

勝
利
（
27
日
）【
写
真
】
／
山
口
市
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
（
31
日
）

防
災
図
上
訓
練
実
施
（
4
日
）

南
部
地
域
で
初
め
て
と
な
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
委
嘱

ナ
ン
バ
ー
特
設
窓
口
設
置
（
5
日
）
／
石
川
佳
純
選
手
、
大

野
将
平
選
手
、
田
中
陽
子
選
手
参
加
の
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
（
11
日
）
／
第
28
回
全
国
健
康
福
祉

祭
や
ま
ぐ
ち
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口

２
０
１
５
」
開
幕
（
17
日
）【
写
真
】
／
湯
田
温
泉
観
光
回

遊
拠
点
施
設
「
狐
の
足
あ
と
」
の
入
館
者
数
が
10
万
人
に

到
達
（
24
日
）
／
徳
地
中
学
校
開
校
10
周
年
記
念
式
典
開

催
（
25
日
）
／
阿
東
地
域
で
防
災
実
動
訓
練
実
施
（
25
日
）

／
山
口
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定

（
27
日
）

安
原
家
所
蔵
中
原
中
也
関
係
資
料
１
２
７
点
が
故
安
原
喜
弘

の
ご
子
息
喜
秀
氏
よ
り
寄
贈
（
4
日
）
／
第
1
回
山
口
市
本

庁
舎
の
整
備
に
関
す
る
検
討
委
員
会
開
催
（
5
日
）
／
中
心

商
店
街
の
火
災
跡
地
に
再
開
発
ビ
ル
完
成
（
10
日
）
／
市
史

「
史
料
編　

現
代
編
」
刊
行
（
30
日
）
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第
１
回
検
討
委
員
会
の
開
催

検討委員会

③ 基本方針の検討

① 諮問

④ 議会説明、
　 パブリックコメント等

⑤ 基本方針決定

日程 協議内容
　平成 28 年 3 月  本庁舎整備の必要性について

　平成 28 年
　　　5 月 ・7 月

 本庁舎の候補地について
 本庁舎に必要な
 役割・機能、規模について

　平成 28 年 9 月  これまでの総括

　平成 28 年 11 月  答申案の検討について

　平成 29 年 1 月  答申

 ※スケジュール等は、変更となる場合があります。

山
口
市
本
庁
舎
の
整
備
に
関
す
る
検
討
委
員
会
を
設
置

② 答申
山口市

基本方針決定までのイメージ

日程 協議内容

検討委員会の今後のスケジュール

第１回検討委員会の様子

企画経営課 ☎ 083-934-2746

員
会
で
協
議
さ
れ
た
結
果
等
を
踏
ま
え
、
平

成
29
年
度
に
本
庁
舎
の
整
備
に
関
す
る
基
本

方
針
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

　

11
月
５
日
、
第
１
回
検
討
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
市
民
を
は
じ
め
、
経
済
、
福
祉
、

教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
関
係
者
44

人
で
構
成
さ
れ
、
会
長
に
は
山
口
大
学
副
学

長
の
古
賀
和
利
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
市
長
が
古
賀
会
長
に
対
し
諮

　

現
在
の
山
口
市
本
庁
舎
は
、
最
も
古
い
棟

で
建
築
後
50
年
以
上
を
経
過
し
て
お
り
、
老

朽
化
や
耐
震
性
、
狭
あ
い
化
、
利
便
性
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
10
月
の
合
併
協
定
に
お

い
て
、
新
市
発
足
後
、
新
市
の
本
庁
舎
の
位

置
や
整
備
に
つ
い
て
審
議
組
織
を
設
置
し
、

審
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
９
月
に
本
庁
舎
の
整
備

の
方
向
性
を
審
議
す
る
「
山
口
市
本
庁
舎
の

整
備
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
平
成
28
年
度
に
か
け
て
、
検
討
委

問
書
︵
①
本
庁
舎
の
整
備
の
方
向
性
に
関
す

る
こ
と
②
そ
の
他
本
庁
舎
の
整
備
に
必
要
な

事
項
に
関
す
る
こ
と
︶
を
交
付
し
た
後
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

本
庁
舎
の
現
状
・
課
題
な
ど
に
つ
い
て
事
務

局
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
か
ら

は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
内
容
や
本
庁
と
総
合
支

所
の
関
係
等
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
後
、
こ
れ
か
ら
行
う
本
庁
舎
整
備
の
必

要
性
や
候
補
地
、
本
庁
舎
に
必
要
な
役
割
、

機
能
、
規
模
等
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
は
、

随
時
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。
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■
新
山
口
駅
の
南
北
自
由
通
路
と
橋
上
駅
舎
が
完
成

■
仁
保
中
学
校
屋
内
運
動
場
が
完
成

■
狐
の
足
あ
と
入
館
者
が
10
万
人
突
破

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
活
動
報
告

テープカットの様子

新しくできた屋内運動場

市長から激励を受ける隊員

記念撮影を行なう
市長と留学生３人

　

10
月
２
日
、
新
山
口
駅
の
南
北
自
由
通
路
と

橋
上
駅
舎
が
完
成
し
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
新
山
口
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ー
ク

整
備
の
一
環
と
し
て
山
口
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
都
市
空
間
の
形
成
と
、
交
通
結
節
点
と

し
て
の
都
市
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
指

し
、
進
め
て
き
た
事
業
で
す
。

　

式
典
で
市
長
は
「
新
山
口
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル

パ
ー
ク
整
備
は
広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り

の
中
核
を
な
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
今
後
、
駅
周

辺
の
利
便
性
や
回
遊
性
が
さ
ら
に
向
上
し
、
新

た
な
交
流
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
が
図
れ
る
も
の

と
、
大
き
な
期
待
を

し
て
い
る
」
と
述
べ
ま

し
た
。　

　

市
で
は
今
後
も
、

本
市
の
地
域
特
性
や

都
市
構
造
を
踏
ま
え

た
基
盤
整
備
を
着
実

に
進
め
、
山
口
市
ら
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ー
ク
整
備
部
建
設
課
☎ 

０
８
３

９
７
３

２
４
４
０

　

10
月
24
日
に
、
湯
田
温
泉
観
光
回
遊
拠
点

施
設
「
狐
の
足
あ
と
」
の
来
館
者
が
10
万
人

に
達
し
ま
し
た
。

　

10
万
人
目
と
な
っ
た
山
口
県
立
大
学
の
留

学
生
、
ア
リ
ソ
ン
・
パ
ッ
ト
ナ
ム
さ
ん
、
マ
リ

ア
ン
ヌ
・
パ
レ
さ
ん
、
イ
ブ
・
ベ
リ
ー
さ
ん
の

３
人
へ
、
市
長
か
ら
花
束
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ッ
ト
ナ
ム
さ
ん
は
「
９
月
に
日
本
に
来

た
ば
か
り
。
湯
田
温
泉
は
今
日
が
初
め
て
で
、

と
て
も
楽
し
み
だ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
後
３
人
は
、
和
風
モ
ダ
ン
な
足
湯
衣
装
に

着
替
え
、
足
湯
を
楽
し
み
な
が
ら
、
お
も
て

な
し
で
出
さ
れ
た
外
郎
な
ど
に
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。

　
　

観
光
課
☎ 

０
８
３

９
３
４


２
８
１
０

　

10
月
5
日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

報
告
会
が
、
山
口
総
合
支
所
で
行
わ
れ
、
出

席
し
た
6
人
の
隊
員
ら
は
日
頃
の
活
動
状
況

や
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

都
市
か
ら
中
山
間
地
域
な
ど
に
移
住
し
、

地
域
活
性
化
や
定
住
促
進
を
図
る
た
め
に
活

動
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
徳

地
地
域
に
4
人
、
阿
東
地
域
に
2
人
、
南
部

地
域
に
2
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
阿
東
地

域
で
活
動
し
て
い
る
平
山
隊
員
は
平
成
25
年

11
月
に
着
任
し
、
嘉
年
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
、
法
人
の
経
営
向
上
や
特
産
品
の

販
売
企
画
に
取
り
組
ん
で
お
り
「
お
客
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
と
向
き
合
い
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を

し
て
き
た
。
良
い

組
織
や
理
解
者
に

巡
り
会
え
た
こ
と

で
成
果
を
出
せ
た
」

と
報
告
し
ま
し
た
。

市
長
は
「
皆
さ
ん

は
ア
イ
デ
ア
の
宝

庫
で
実
行
力
も

あ
る
。
こ
れ
か
ら

も
山
口
に
住
ん
で

我
々
を
引
っ
張
っ

て
欲
し
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　
　

定
住
支
援
室
☎
０
８
３

９
３
４


２
７
７
８

　

8
月
29
日
、
老
朽
化
へ
の
対
応
と
耐
震
性

確
保
等
の
た
め
工
事
を
進
め
て
い
た
、
仁
保

中
学
校
屋
内
運
動
場
が
完
成
し
、
記
念
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
市
長
は
「
新
し

い
屋
内
運
動
場
を
、
夢
を

か
な
え
る
た
め
に
十
分
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
、
中

学
時
代
の
良
き
思
い
出
を

つ
く
っ
て
欲
し
い
」
と
述

べ
、
生
徒
代
表
の
松
田
健

太
さ
ん
は
「
地
域
の
皆
さ

ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
仁
保
地
域

や
山
口
市
に
貢
献
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

新
し
い
屋
内
運
動
場
は
、
災
害
時
の
避
難

施
設
と
し
て
の
機
能
も
有
し
、
以
前
の
約
2

倍
の
広
さ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
か

ら
旧
屋
内
運
動
場
の
解
体
を
行
い
、
2
月
に

は
周
辺
整
備
工
事
も
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・

安
全
な
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

快
適
な
教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　

教
育
施
設
管
理
課 

☎
０
８
３


９
３
４

２
８
６
０
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③ -2 職員給与費の状況（特殊勤務手当・時間外勤務手当）
区分 内　容

特殊
勤務手当

支給総額　　　　　　　　　　　　　　79,997 千円
支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 　  　146 千円
職員全体に占める手当支給職位の割合  　　　36.1％
※税務事務従事手当、環境衛生業務手当、福祉事務手 
　当など 17 種類があります。

時間外
勤務手当

支 給 総 額　　　　　　　　　　　  　369,819 千 円
職員 1 人当たり平均支給年額　　　　　　  243 千円

④ 一般行政職のラスパイレス指数※の状況

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
参考値 参考値

100.0 100.0 108.8 100.5 107.9 99.6 100.6
※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の

給与水準です。また、参考値は、国の給与減額前でラスパイレス
比較を行った場合の値です。

（5）職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
① 勤務時間等について

区分 内　容
勤務時間 8 時 30 分～ 17 時 15 分
休憩時間 12 時～ 13 時（1 時間）
週休日 土・日曜

休　日 「国民の祝日に関する法律」に規定する休日と年末年始
（12 月 29 日から翌年の 1 月 3 日まで）

※交代制勤務の職場などは、上記と異なる場合があります。
② 休暇制度等について

区分 内　容
年次有給
休暇

1 年につき 20 日間を付与。新規採用職員は 15 日間
を付与

病気休暇

負傷や疾病のため療養する必要があり、勤務しないこ
とがやむを得ないと認められる場合の休暇。公務によ
る負傷・疾病、結核性疾患に該当する場合は 1 年、私
傷病に該当する場合は 90 日を与えることができます。

特別休暇 結婚、出産、忌引など、特別の理由により勤務しない
ことが相当である場合の休暇。

（6）職員の分限・懲戒処分の状況
「分限処分」は公務の能率の維持を目的とした処分で、「懲戒
処分」は職員が一定の義務違反を行った場合に責任を問うた
めの制裁的処分です。
① 分限処分者数　　　　　　　　　  　　　　　　（単位：人）

処　分 人　数 具体的事由
免　職 0
降　任 0

休　職 14 心身の故障のため（13 件）、刑事事件に関し
起訴されたため（1 件）

降　級 0
合　計 14

② 懲戒処分者数　　　　　　　　　　  　　　　　（単位：人）
処　分 服務違反関係 道路交通法違反 合　計
免　職 1 0 1
停　職 0 0 0
減　給 2 0 2
戒　告 2 4 6
合　計 5 4 9

※公務外の行為に対する処分を含む。

（7）職員の服務の状況
地方公務員法の規定により、次のような職務上の義務があり
ます。
・法令等および上司の職務上の命令に従う義務
・信用失墜行為の禁止
・秘密を守る義務
・職務に専念する義務
・政治的行為の制限
・争議行為等の禁止
・営利企業等への従事制限

（8）職員研修と勤務成績の評定の状況
① 職員研修について
　地方分権の進展による新たな業務に対応し、住民サービス

を向上させるため、職員が個々の能力を一層高める必要が
あります。
区分 内　容 受講者数

一般研修
一般職員や係長級などの各階層で要求
される能力を習得するため、対象全職員
に実施した研修。

延べ 255 人
（10 コース）

特別研修

地方分権に対応し経営能力向上を目指
すマネジメント研修、政策形成研修、接
遇研修など、広く市政全般に目を向けて
実施した研修。

延べ 1085 人
（13 コース）

派遣研修
高度な専門知識の習得、組織を支える専
門家「スペシャリスト」の育成などを重
視し派遣した研修。

延べ 133 人
（84 コース）

② 人事評価システムについて
　平成 23 年度から本格実施しており、評価結果を配置、昇

任、昇給等に活用しています。これらの取り組みにより、
職員全員の意欲と能力を最大限に引き出し、活用すること
で、公務の効果的・効率的な運営を図ってまいります。

（9）職員の福祉と利益の保護の状況
① 安全衛生管理体制の状況
　「労働安全衛生法」「市職員健康管理規程」等の規定に基づ

き、安全衛生委員会と衛生委員会を設置し、快適な作業環
境の整備、職員の安全と健康の確保などの労働安全衛生管
理に努めています。また毎月 1 回、産業医による健康相談・
メンタルヘルス相談事業を実施しています。

② 福利厚生事業の状況
　「地方公務員法」の規定に基づき、職員の元気回復のため

の事業等を計画的に実施するため「山口市等職員共済会」
を設置しています。毎月の職員の会費（給料の 1,000 分
の 2、計約 1,380 万円）を財源に各種給付事業を、市等
からの交付金（約 510 万円）を財源に健康管理等を行っ
ています。

③ 公務災害補償の状況
加入団体 公務災害 通勤災害 計

地方公務員災害補償基金山口県支部 24 件 4 件 28 件

（10）公平委員会の業務の状況
① 勤務条件に関する措置の要求の状況
　2 件（却下 1 件、審査中 1 件）
② 不利益処分に関する不服申し立ての状況
　1 件（却下 1 件）

職員の任用、職員数、給与、勤務時間その他の勤務条件など、平成 26 年度の人事行政の運営等の状況を公表します。
これは、市の人事行政運営における公正性、透明性を高めるため「地方公務員法」「市人事行政の運営等の状況の
公表に関する条例」に基づき公表するものです。

■問い合わせ　職員課 ☎ 083-934-2727

（4）職員の休業に関する状況
休業制度については、育児休業お
よび自己啓発等休業、配偶者同行
休業などを設けており、それぞれ
の取得状況については右表のとお
りです。

〈主な休業の取得状況〉
休業種類 取得者数

育 児 休 業 54
育児部分休業 17
自己啓発等休業 1
配偶者同行休業 0



7 市報やまぐち　2015 年（平成 27 年）12 月 1 日号

③ -1 職員手当の状況
区　分 山　口　市 国

期末手当
勤勉手当

（26年度支給割合）

期末手当…2.6 月分（1.45 月分）　　勤勉手当…1.5 月分（0.7 月分）
同左職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

（ ）内は、再任用短時間勤務職員に係る支給割合です。

退職手当
（支給率）

勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度額

   自己都合
21.62 月分
30.82 月分
43.70 月分
52.44 月分

勧奨・定年
27.025 月分
36.570 月分
52.440 月分
52.440 月分

同左

【その他加算措置】
・定年前早期退職特例措置 2 ～ 45％加算

扶養手当

配偶者
配偶者以外の扶養親族
配偶者がいない場合（1 人まで）

13,000 円
6,500 円

11,000 円 同左
満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子  1人につき 5,000 円加算

住居手当 借家…3,000 円～ 27,000 円
自宅…3,000 円（新築５年間までは 4,500 円）

借家（家賃12,000 円以上）…最高 27,000 円
まで

通勤手当 交通機関支給限度…65,000 円
交通用具…片道２～ 78㎞を 28 区分し、3,500 円～ 47,500 円を支給

交通機関支給限度…55,000 円
交通用具…片道 2 ～ 60㎞を 13 区分し、2,000
円～ 24,500 円を支給

（3）職員の給与状況
① 人件費の状況（平成 26 年度普通会計決算）
住民基本台帳人
口（平成 27 年 3
月 31 日現在）

歳出額
（A）

実　質
収支額

人件費
（B）

人件費率
（B/A）

人
193,827

千円
77,859,474

千円
805,970

千円
13,565,829

％
17.4

※人件費には、特別職に支給する給料・報酬を含みます。

② 職員給与費の状況（平成 26 年度普通会計決算）

職員数
（A）

給 与 費 1 人当た
り給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末手当

勤勉手当
給与費計
（B）

人
1,520

千円
5,970,321

千円
1,141,684

千円
2,232,407

千円
9,344,412

千円
6,148

※職員手当には、児童手当と退職手当は含みません。職員数は、平成 26
年 4 月 1 日現在の人数です。  給料の 0.5 ～ 2％減額を行っています。

平成 26 年度の 人事行政の運営等の状況報告
（1）職員の任免と職員数に関する状況

① 採用・退職者数

時　点 行政
事務等 土　木 保健師 保育士・

幼稚園教諭 消　防 文化財
主事 建　築 環境衛生

整備員
給食調
理員等

社会
福祉士 その他※1 合　計

25年度退職者数 30 6 1 7 6 0 0 2 2 0 1 55
26年度採用者数 16 2 2 6 7 0 1 0 0 1 1 36

増減数 ▲ 14 ▲ 4 1 ▲ 1 1 0 1 ▲ 2 ▲ 2 1 0 ▲ 19

（単位：人）
【参考】

再任用職員
22
38
16

② 職員数

時　点 行政
事務等 土　木 保健師 保育士・

幼稚園教諭 消　防 文化財
主事 建　築 環境衛生

整備員
給食調
理員等

社会
福祉士 その他※1 合　計

平成25年 4月1日 929 154 49 138 237 8 27 77 73 3 18 1,713
平成26年 4月1日 915 150 50 137 238 8 28 75 71 4 18 1,694

増減数 ▲ 14 ▲ 4 1 ▲ 1 1 0 1 ▲ 2 ▲ 2 1 0 ▲ 19
    

（単位：人）
【参考】

再任用職員
49
65
16

（2）職員の競争試験と選考の状況（平成 26 年度実施　平成 27 年 4 月 1 日採用） 　　　　　　　　　 　   （単位：人）

試験区分 試験職種 採用予定人数 応募者数 一次試験 二次試験 三次試験 採用者数受験者数 合格者数 受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

大学卒業程度

行　政 10 人程度 202 121 51 48 26 20 14 10
土　木 2 人程度 6 2 2 1 1 1 1 1
建　築 1 人程度 3 2 2 2 2 1 1 1
電　気 1 人程度 5 3 2 1 1 0
水　質 1 人程度 19 7 4 3 3 3 1 1
消　防 2 人程度 17 9 6 6 4 4 2 2

高校卒業程度
行　政 4 人程度 47 38 24 19 11 10 7 6
土　木 1 人程度 3 3 3 3 1 1 1 1
消　防 3 人程度 24 20 11 10 7 6 2 2

専門職
保健師 2 人程度 6 4 4 4 4 3 3 3

社会福祉士 1 人程度 4 3 3 3 3 3 1 1
保育士・幼稚園教諭 6 人程度 26 19 15 14 12 12 8 8

社会人枠 土　木 若干名 6 5 4 3 3 3

技能
環境衛生整備員 2 人程度 19 17 8 8 2 1

給食調理員 2 人程度 22 19 11 10 3 3

※1 介護福祉士、電気、水質管理等の職種
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市
民
対
象
の
弁
護
士

無
料
法
律
相
談

記号例　　場所　　申し込み　　問い合わせ

ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
に

つ
い
て
情
報
提
供
を

平
成
28
年
蜜
蜂
飼
育
届

腹部はオレンジ色

アゴと脚の先は黄色
全体的に
黒っぽい

平成 25 年 12 月に全国一斉に民生委員・児童委員が改選され、
本市では 439 名（11 月 1 日現在）が各地域で活躍されています。
今回は、民生委員・児童委員の役割などを知っていただくため、
活動内容等について紹介します。

●活動内容
民生委員・児童委員は個別の問題についての専門家では
ありませんが、地域住民である皆さんと同じ立場で相談
にのり、行政や専門機関と連携しながら、問題解決にあ
たられています。
なお、活動上知り得た情報については守秘義務が退任後
も課せられるなど、住民の方の秘密は厳守されますので、
安心してお気軽にご相談ください。

●相談できる内容（例）
・ 生活に困っている、心身に不安がある
・ 高齢者の介護や世話について相談したい
・ 一人暮らしでいざという時に不安がある
・ 子育てのことで相談したい
・ 福祉の制度など、さまざまな支援サービスについて知

りたい

～地域のパイプ役～

あなたのそばの
民生委員・児童委員

■問い合わせ　社会課 ☎ 083-934-2790
　　　　　　　民生委員児童委員協議会事務局（社会福祉協議会内）☎ 083-928-3012

　　

法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
困
り
ご
と

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
内
容
は
初
め
て
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

相
談
時
間
は
15
分
程
度
で
す
。
相
談
内
容

に
関
す
る
書
類
等
が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
24
日︵
木
︶13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
︵
中
央

二
丁
目
５

１
市
民
会
館
事
務
所
２
階
︶

■
対
象
・
定
員　

市
民
先
着
20
人
︵
要
予
約
︶

■
電
話
受
付　

12
月
17
日︵
木
︶～
22
日︵
火
︶

　
　
　

市
民
相
談
室
☎
０
８
３

９
３
４


２
８
８
６

　

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
場
合
に
は
、
養
蜂
振
興

法
第
３
条
の
規
程
に
基
づ
く
飼
育
届
を
毎
年

県
知
事
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
新
た
に
蜜
蜂
の
飼
育
を
始
め
ら
れ
た

方
は
、
12
月
25
日
︵
金
︶
ま
で
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

 

農
林
政
策
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
８
１
５

　

特
定
外
来
生
物
で
あ
る
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ

バ
チ
の
最
大
の
脅
威
は
、
生
息
範
囲
を
急
激

な
ス
ピ
ー
ド
で
拡
大
す
る
こ
と
で
す
。
蜜
蜂

な
ど
を
捕
食
す
る
た
め
、
養
蜂
業
や
農
業
に

打
撃
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
生
態
系
の

破
壊
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
に
、
営
巣
が
福
岡
県
北
九
州
市
で
確

認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
で
は
、
ツ
マ
ア
カ

ス
ズ
メ
バ
チ
の
生
息
に
関
す
る
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
生
息
や
そ
れ
を
疑
う
営
巣

を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
特
徴

　

樹
木
の
高
い
位
置
に
営
巣
す
る
こ
と
が

多
い
。
在
来

の
オ
オ
ス
ズ

メ
バ
チ
な
ど

と
比
較
し
て
、

特
に
人
体
に

関
わ
る
被
害

が
大
き
い
こ

と
は
な
い
。

■
情
報
内
容

①
発
見
日
時
、
場

所
︵
市
町
名
の
他
、
町
名
な
ど
の
住
所
が
分

か
る
場
合
は
住
所
も
含
む
︶

②
情
報
提
供
者
︵
養
蜂
家
等
の
職
域
が
分
か

●民生委員・児童委員とは　
民生委員・児童委員は、自治会や町内会などの地域から
推薦され厚生労働大臣から委嘱を受けた、「非常勤の特
別地方公務員」であり、社会奉仕の精神をもって活動す
る民間ボランティアです。平成 29 年に民生委員制度創
設 100 周年を迎えます。
なお、すべての「民生委員」は「児童委員」を兼ねるこ
ととなっていますので、「民生委員・児童委員」と呼ば
れています。

●主任児童委員とは　
民生委員・児童委員の中から、児童福祉に関する事項を
専門的に担当する「主任児童委員」が厚生労働大臣から
指名されています。
主任児童委員は、特定の区域を担当せず、区域担当児童
委員や地域の中で各機関・団体等と連携し、児童の育成
環境の整備や促進、不登校児童に対する支援、いじめ問
題や児童虐待への対応等、幅広い活動をされています。
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や
ま
ぐ
ち
街
な
か
大
学

﹁
生
活
発
見
講
座
﹂

薩
長
同
盟
１
５
０
年
歴
史

交
流
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

企
画
展

﹁
幕
末
動
乱
の
小
郡
﹂

【（仮称）大正町市営アパート（小郡下郷）入居者募集】■間取り、戸数（家賃）　1DK、５戸（13,700 円～ 20,400 円）
■申し込み要項配布　12 月 1 日（火）から　■入居予定時期　平成 28 年 2 月 1 日（月）　※申し込み要件有り。詳
細は、お電話でお問い合わせください。　　　南部土木事務所（小郡施設維持課） ☎ 083-973-8162                                                   

　 
近隣自治体と広報紙で情報を交換しています。

12月、山口市はクリスマス市になる。
日本で最初にクリスマス
が祝われた山口市では、
12 月から幻想的なイル
ミネーションがまちを彩
り、クリスマス関連のコ
ンサートやマーケットなどが開催されます。“灯
り”“音楽”“食”、さまざまなテーマで感じる
山口のクリスマスをお楽しみください。

【一の坂川周辺】
■期間　12 月 5 日（土）～ 12 月末
■見所　今年オープンした交通交流広場周辺

一帯のイルミネーション
【大内の灯 in 雪舟庭（常栄寺雪舟庭）】
■期間　12 月 23 日（水・祝）～ 27 日（日）
■見所　自然と調和した“静”のライトアップ
◆いずれも
■問い合わせ　日本のクリスマスは山口か

ら実行委員会（山口商工会議所）☎ 083-
925-2300

第46回防府読売マラソン大会
今年で 46
回目を迎え
る師走恒例
の防府読売
マラソン大
会。今回は
招待選手も
含め、国内外から 2,900 人を超えるラ
ンナーが参加し、ハイレベルなレースが
期待されます。参加選手への温かいご声
援をお願いします。
大会当日は、マラソンコースおよび周辺
道路において 11 時 50 分から 16 時 5
分までの間、防府市内で交通規制が行わ
れますのでご協力をお願いします。
■日時　12 月 20 日（日）スタート時

刻　12 時 2 分
■場所　防府市スポーツセンター陸上競

技場スタート・フィニッシュ
■問い合わせ　防府市文化・スポーツ課

☎ 0835-25-2274

200万球のきらめき光の街 UBE

宇部市内４つのイルミネーション会場
を、イルミネーションバスが結びます。
■バス運行日　12 月 5 日（土）～
23 日（水・祝）の土・日・祝日、
12 月 24 日（木）、25 日（金）

【エアポート・イルミネーション（山口宇部空港）】
■期間　1 月 11 日（月・祝）まで

【サンタクロスロード（宇部市中央町）】
■期間　1 月 8 日（金）まで

【TOKIWAファンタジア（宇部市ときわ公園）】
■期間　1 月 11 日（月・祝）まで

【チャイルドドリーム（宇部市勤労青少年会館）】
■期間　12 月 26 日（土）まで
◆いずれも
■問い合わせ　宇部市広報・シティ
セールス課　☎ 0836-34-8155

近隣自治体と広報紙で情報を交換しています。 市内の魅力を紹介します。

山 口 市宇 部 市 防 府 市

わがま
ち

もぐるっと

再発見
！

となり
ま

ちぐるっと

再発見
！

 クリスマス市　山口 検索

れ
ば
追
加
︶

③
人
や
蜜
蜂
へ
の
被
害
状
況
︵
蜜
蜂
被
害
の

場
合
は
、
通
常
と
比
較
し
た
蜜
蜂
の
数
、

蜜
量
の
状
況
、
巣
箱
へ
の
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ

メ
バ
チ
の
飛
来
状
況
等
︶

 　

県
農
林
事
務
所
畜
産
部
☎
０
８
３


９
８
９

２
５
１
７
、
市
環
境
政
策
課

☎
０
８
３

９
４
１

２
１
７
５

　

退
職
後
、
自
分
の
経
験
や
関
心
に
合
っ
た

「
自
分
ら
し
い
」
活
動
を
し
、
充
実
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
講
座
で
す
。

■
期
日　

12
月
12
日
︵
土
︶、
平
成
28
年
１

月
30
日
︵
土
︶、
２
月
13
日
︵
土
︶、
28
日

︵
日
︶︵
全
４
回
︶

■
時
間　

13
時
～
15
時

■
場
所　

山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン

タ
ー
︵
下
竪
小
路
12
︶

■
定
員　

先
着
20
人
︵
原
則
全
回
参
加
︶

■
料
金　

１
５
０
０
円
︵
全
回
分
︶

 　
　

 

12
月
10
日
︵
木
︶
ま
で
に
、
や
ま

ぐ
ち
街
な
か
大
学
事
務
局　

 

０
８
０


５
２
３
８

３
３
９
８

　

薩
長
同
盟
か
ら
１
５
０
年
の
節
目
に
、
薩

摩
藩
島
津
家
、
長
州
藩
毛
利
家
御
当
家
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
基
調
講
演
お
よ
び
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

平
成
28
年
１
月
16
日
︵
土
︶
14
時

～
17
時

■
場
所　

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ジ

オ
Ａ

■
内
容

・
基
調
講
演
「
薩
長
同
盟
と
そ
の
後
」
／
講

師
⋮
三
宅
紹
宣
氏︵
広
島
大
学
名
誉
教
授
︶

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
薩
長
同
盟

か
ら
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
ま
で
の
激
動
の
時

代
を
語
る
」
／
パ
ネ
リ
ス
ト
⋮
島
津
公
保

氏
︵
島
津
御
当
家
︶、
松
尾
千
歳
氏
︵
尚

古
集
成
館
︶、
毛
利
元
敦
氏
︵
毛
利
御
当

家
︶、
小
山
良
昌
氏
︵
毛
利
博
物
館
︶

■
定
員　

４
０
０
人
︵
要
申
し
込
み
︶

■
参
加
費　

無
料　

　
　
　

12
月
18
日
︵
金
︶
ま
で
に
、
電
話

で
、
明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
重
本
︵
山
口
商
工
会
議
所
内
︶

☎
０
８
３

９
２
５

２
３
０
０

　

小
郡
の
諸
隊
や
幕
末
の
様
子
が
伝
わ
る
史

料
を
展
示
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
20
日
︵
日
︶
ま
で 

９
時
～

17
時
︵
月
曜
休
館
︶

【
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
】

■
日
時　

12
月
13
日
︵
日
︶、
20
日
︵
日
︶

13
時
30
分
か
ら

　
　
　

小
郡
文
化
資
料
館
︵
小
郡
下
郷

６
０
９

３
︶
☎
０
８
３

９
７
３


７
０
７
１



10市報やまぐち　2015 年（平成 27 年）12 月 1 日号

木工作家。1987 年兵庫県姫路
市生まれ。山口県立大学環境デ
ザイン学科卒業、山口県立大学
大学院を修了。現在、宮野の工
房を拠点に作品制作をし、国内外
の展覧会などで発表している。

文化政策課 ☎ 083-934-2717

竹部徳真

第 7 回やまぐち新進アーティスト大賞

10:00 ～ 18:30
（土・日曜、祝日のみ 19:00 まで）

※初日は 10:30 から。
　　最終日は 16:00 まで。

入場無料

山口井筒屋
５階 美術ギャラリー

takebe tokuma

零れ日－脈うつカタチ－（左）

12/3（木）

8（火）

▼

木を削る作業

零れ日－心描－

K O B O R E - B I

― 

ど
ん
な
作
品
を
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　

山
口
県
の
県
木
「
ア
カ
マ
ツ
」
を
使
用
し
て
、

オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

― 

木
工
作
家
に
な
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　

大
学
時
代
に
、
鉄
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
木
な

ど
の
素
材
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

木
で
薄
い
器
を
作
る
機
会
が
あ
り
、
ア
カ
マ
ツ

が
独
特
に
透
け
る
美
し
さ
と
素
晴
ら
し
さ
に

魅
了
さ
れ
、
木
工
作
家
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
山
口
の
自
然
の
多
さ
か
ら
、
木
は
と
て
も

親
し
み
や
す
か
っ
た
で
す
。

― 

卒
業
後
も
山
口
で
活
動
さ
れ
よ
う
と
思
っ

た
理
由
は
？

　

最
速
で
自
分
の
表
現
し
た
い
も
の
を
カ
タ

チ
に
で
き
る
の
は
ど
こ
か
と
考
え
た
時
、
地
元

の
姫
路
で
も
首
都
圏
で
も
な
く
山
口
で
し
た
。

地
域
の
人
に
も
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
活

動
で
き
て
い
る
の
で
、
自
分
に
と
っ
て
、
山
口

は
一
番
活
動
し
や
す
い
場
所
な
ん
で
す
。

― 

代
表
作
品
が
幻
想
的
な
ラ
ン
プ
で
す
ね

　

樹
齢
１
０
０
年
を
超
え
る
希
少
な
ア
カ
マ
ツ

を
極
限
ま
で
薄
く
削
り
、
そ
の
木
が
培
っ
て
き

た
年
輪
な
ど
の
木
目
を
、
灯
り
に
よ
っ
て
魅
せ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
脈
う
つ
カ
タ
チ
」
と
い

う
作
品
は
、
木
目
が
透
け
て
い
る
部
分
と
、
自

市では、アーティストの育成と、地元アーティストを地域
や住民が支える仕組みづくりを目指す「芸術家育成支援事
業」を実施しています。そのうちの一つとして、将来一層
の活躍が期待される本市のアーティストに「やまぐち新進
アーティスト大賞」として賞を贈り、創作活動を奨励して
います。
今回は、第７回大賞受賞者の竹部徳真さんに、作品に対す
る思いや展覧会への意気込みをお聞きしました。

然
と
朽
ち
た
穴

が
特
徴
で
す
。

こ
の
木
が
脈
々

と
生
き
て
い
る

こ
と
を
カ
タ
チ

に
し
ま
し
た
。

― 

展
覧
会
が
始

ま
り
ま
す
が
、

作
品
の
ど
う

い
っ
た
点
に
着

目
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
か
？

　

木
か
ら
透
け
る
灯
り
、
そ
こ
に
見
え
る
年
輪

に
着
目
し
、年
輪
か
ら
感
じ
る
生
命
観
や
時
間
、

歴
史
な
ど
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
人
間
は
１
０
０
年
ほ
ど
も
生
き
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
思
い
は
何
ら
か
の
カ
タ
チ
に
残
し
て
受

け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
木
も
似
て
い
て
、
植

物
と
し
て
の
生
が
あ
り
、
住
宅
や
家
具
と
い
っ

た
違
う
カ
タ
チ
と
な
り
、
生
き
続
け
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
視
点
で
、
単
に
木
の
作
品
で
は

な
く
、
木
が
積
み
重
ね
た
年
月
に
、
次
の
世
代

へ
受
け
継
い
で
い
く
思
い
を
重
ね
ら
れ
る
、
こ

れ
か
ら
の
時
を
照
ら
し
て
い
く
作
品
と
し
て

見
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
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１_ 総合開会式の様子。会場には全国
から集まった選手、観客あわせて約
18,100 人が参加しました。2_ 観光Ｐ
Ｒコーナーでは、クイズ形式で本市
の紹介を行ったほか、会場を発着す
るミニ観光ツアーの案内を行いまし
た。3・４・５_ 本市出身の方々も数多
く参加し、健闘しました。6_ 都道府
県・政令指定都市の応援のぼり旗は、
市内の小学校の児童らが手作りで作
成しました。7・8_ 各会場の大会運営
では、多くのボランティアの皆さん
にご協力いただきました。9_ 健康づ
くり教室では、健康チェックや食生
活のアドバイスを実施し、健康づく
りに関する啓発を行いました。

1

2

3456

7

8

9

ねんりんピック推進室 ☎ 0836-65-4411

全国の方々へおもてなし

ねんりんピックが閉幕

　

10
月
17
日
～
20
日
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５
」
が
、
山
口

県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
25
種
目
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
大
会
の
う
ち
、
本
市

で
は
卓
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
水
泳
の
5
種
目
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
地
域
団
体
に
よ
る
お
も
て

な
し
鍋
の
提
供
や
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
出
場
選
手
へ
の
お
も
て
な
し
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
観
光
・
物
産
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
の
皆
さ
ん

に
発
信
し
ま
し
た
。
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　表紙の写真は、中央図書館が保健センターで開催し
たブックスタート体験会の様子です。赤ちゃんは話を
聞きながら、話し手の声に反応して時折笑顔を見せて
いました。
　ブックスタートとは、「絵本を読む」のではなく、
赤ちゃんと保護者の方に「絵本を開く楽しい時間を体
験してもらう」ものです。1 歳未満の赤ちゃんを対象
とし、図書館職員やブックスタートボランティアが 5
冊の推奨絵本を読み聞かせ、その中からお気に入りの
1 冊をプレゼントしています。
　この日は、10 組以上の親子や家族連れが体験会に
訪れており、参加者の一人は「絵本の読み方を知るこ
とができるからこういう機会はありがたい」と話して
いました。

　ブックスタート体験会
は、地域によって開催場
所を変えて巡回してお
り、対象者には開催通知
を送付しています。所要
時間は 15 分程度ですの
で、ぜひご参加ください。

おはなし楽しいね♪ ～ ブックスタート体験会 ～

【 市立図書館は楽しいおはなしがいっぱい 】
ブックスタート以外にも、市立図
書館では、年齢別のおはなし会や
こどもビデオ上映など、子育て中
の親子を対象にした催しを定期的

に行っていますので、お気軽にお越しください。
●中央図書館（中園町 7-7）
　毎週水曜 15 時から／第 1 日曜 10 時 30 分から／

毎週土曜・日曜 11 時から（こどもビデオ上映会）
●小郡図書館（小郡下郷 609-1）☎ 083-973-0098
　第 2 水曜 15 時 40 分から／第 3 水曜 15 時 40 分

から／第 4 水曜 11 時から／第 4 水曜 15 時 40 分
から（折り紙教室）

●秋穂図書館（秋穂東 6823-1）☎ 083-984-0065
　第 1 木曜 11 時から／第 3 木曜 11 時から
●阿知須図書館（阿知須 2737-1）☎ 0836-66-0001
　第 3 土曜 11 時から
●徳地図書館（徳地堀 1527-3）☎ 0835-52-0043
　第 2 日曜 14 時 30 分から／第 4 日曜 14 時 30 分から

※参加対象等はお問い合わせください。

中央図書館 ☎083-901-1040

表紙

人口：6,226人（H27.10.31時点）
本市の最北部に位置し、夏は涼し
く冬の寒さが厳しい高冷地である。
豊かな自然に抱かれ農林業の盛ん
な地域。四季折々の美しい風景は
訪れる人を和ませている。

広報広聴課 ☎ 083-934-2753
イ
ベ
ン
ト
に
表
れ
る
裏
方
の
想
い

子
供
の
笑
顔
は
地
域
を
元
気
に
す
る

　
﹁
こ
の
も
み
の
木
で
、
子
ど
も
た
ち
を
喜
ば

せ
る
こ
と
が
出
来
ん
か
ね
﹂。
何
気
な
く
発
し

た
一
言
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
阿
東
の
冬
の

風
物
詩
、
地
福
の
ク
リ
ス
マ
ス
ナ
イ
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
あ
る
。
今
年
で
22
回
目
を
迎

え
る
。
20
ｍ
を
超
え
る
大
き
な
も
み
の
木
２

本
が
電
飾
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
年
々
来
場

者
が
増
え
て
い
る
。

　

22
年
前
、
も
み
の
木
を
電
飾
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
考
え
た
時
は
、
10
人
も
い
な
い
仲
間
で
話
し

て
い
た
。
現
在
、
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
実
行

委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
阿
東
在
住
の
人
を

中
心
に
約
60
～
70
人
お
り
、当
初
か
ら
携
わ
っ

て
い
る
年
配
の
方
も
、
子
ど
も
の
時
に
遊
び

に
来
て
い
た
若
年
層
の
方
も
い
る
。
ス
タ
ッ

フ
名
簿
は
な
く
、
活
動
も
強
制

で
は
な
い
。﹁
や
る
側
も
楽
し

も
う
﹂
と
い
う
心
持
ち
を
22
年

間
変
え
ず
活
動
し
て
き
た
た

め
、
積
極
的
に
活
動
す
る
人
が

集
ま
っ
て
い
る
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
一
色
の
電
飾
を
使
っ

て
温
か
い
光
を
届
け
た
い
、
と
い
う
変
わ
ら

な
い
熱
意
を
持
ち
つ
つ
、
数
年
前
か
ら
は
花

火
の
打
ち
上
げ
、
今
年
は
、
12
月
14
日
︵
月
︶

に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を

呼
び
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
子
ど
も

の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
新
し
い
取
り

組
み
を
試
み
て
い
る
。
ア
イ
デ
ア
は
若
い
人

に
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
全
員
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
な
ど
、
良
い
雰
囲
気
と
体
制
が
整
っ

て
い
る
と
い
う
。

　

活
動
の
活
力
は
、

子
ど
も
の
笑
顔
と
来

場
者
の
声
。
子
ど
も

が
笑
顔
だ
と
、
親
も

地
域
の
高
齢
者
も
笑

顔
に
な
り
、
地
域
全

体
が
元
気
に
な
る
。

ま
た
、
会
場
に
置
い

て
い
る
自
由
ノ
ー
ト

に
は
、
た
く
さ
ん
の
声
が
記
さ
れ
、
ス
タ
ッ

フ
の
活
動
の
糧
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
道
を
通
過
す
る
人
や
、
年
末
年
始
、
成
人

式
で
帰
省
す
る
人
に
阿
東
の
温
か
い
光
を
届
け

る
た
め
、
開
催
は
、
12
月
23
日
か
ら
成
人
式
の

次
の
日
ま
で
、
点
灯
は
朝
方
ま
で
し
て
い
る
。

　

ま
た
今
年
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
温
か
い
想
い
が

灯
り
を
伝
っ
て
来
場
者
へ
届
き
、
そ
の
想
い
と

感
動
は
後
世
ま
で
光
り
輝
い
て
い
く
だ
ろ
う
。
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このコーナーでは、「ふるさとやまぐち」に
かかわる魅力的な方を紹介していきます。輝く人 vol.24

① 8月の世界選手権団体戦でも金メダル獲得に
貢献した／②高校生以下を対象とした柔道教室
で小学生と対戦（西京高校）／③インタビューの
模様はC-able テレビ「発見！やまぐち このまちに
愛たい」の中で 12月16日（水）～ 31日（木）放送

大
野
将
平

柔
道
世
界
選
手
権
金
メ
ダ
リ
ス
ト

大野将平（おおの・しょうへい）
柔道選手。平成 4 年生まれ。吉敷出身。
階級は73kg級。得意技は大外刈と内股。
今年 8 月の世界選手権で優勝した。

③ ② ①

©IJF 

―
大
野
選
手
は
７
歳
か
ら
柔
道
を
始
め
ら
れ

た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
？

親
戚
の
叔
父
さ
ん
が
松
美
柔
道
場
で
先
生
を

や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
兄
が
習
っ

て
い
た
の
で
、
お
ま
け
の
よ
う
に
つ
い
て

行
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
い
つ
の
間

に
か
柔
道
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。
兄
が
強

か
っ
た
の
で
兄
の
よ
う
に
強
く
な
り
た
い
と

思
っ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。
身
近
に
良
い
環

境
が
あ
っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。

―
今
年
８
月
に
行
わ
れ
た
世
界
選
手
権
で
は

73
㎏
級
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
ね
。

２
年
前
の
世
界
選
手
権
に
初
出
場
し
て
優
勝

し
ま
し
た
が
、
去
年
の
世
界
選
手
権
で
は
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
に
は
優

勝
し
か
な
い
と
、
自
分
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

か
け
て
望
み
、優
勝
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

―
世
界
選
手
権
以
外
に
も
数
々
の
大
会
で
優

勝
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
舞
台
で
力
を

発
揮
で
き
る
秘
訣
は
何
で
す
か
？

自
分
の
力
だ
け
で
は
勝
て
ま
せ
ん
。
山
口
市

の
皆
さ
ん
や
家
族
、
親
戚
、
仲
間
が
応
援
し

て
く
れ
て
い
る
の
が
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

７
歳
の
頃
か
ら
６
年
間
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

叔
父
で
あ
る
植
木
先
生
に
も
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

―
勝
つ
た
め
に
普
段
か
ら
心
が
け
て
い
る
事

が
何
か
あ
り
ま
す
か
？

恩
師
に
良
く
言
わ
れ
て
い
た
の
は
、
柔
道
選

手
で
あ
る
前
に
一
人
の
人
間
だ
と
。
普
段
か

ら
謙
虚
に
ひ
た
む
き
に
過
ご
す
こ
と
が
柔
道

に
つ
な
が
る
の
で
、
私
生
活
を
お
ろ
そ
か
に

し
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

―
と
こ
ろ
で
好
き
な
食
べ
物
は
何
で
す
か
？

と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
が
大
好
き
で
、
山
口
に

帰
っ
た
ら
必
ず
行
き
つ
け
の
ラ
ー
メ
ン
屋
に

行
っ
て
い
ま
す
よ
。

―
こ
れ
か
ら
柔
道
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る

方
々
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ず
は
柔
道
を
好
き
に
な
る
こ
と
、
楽
し
む

こ
と
が
大
切
で
す
。
き
つ
い
こ
と
や
つ
ら
い

事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
我
慢
し
て
継

続
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
僕
も
柔
道
を
通

し
て
、
人
間
と
し
て
あ
た
り
ま
え
で
あ
る
礼

儀
や
挨
拶
な
ど
を
先
生
に
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
柔
道
を
通
し
て
人
間
と
し
て
も
大
き

く
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

―
来
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
向
け
て
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

世
界
選
手
権
で
優
勝
し
ま
し
た
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
ら
な
い
と
柔
道
家

と
し
て
は
認
め
て
も
ら
な
い
厳
し
い
世
界
で

す
。
で
も
そ
れ
が
や
り
が
い
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
に
、
ま
ず
は
代

表
に
選
ば
れ
る
よ
う
気
を
引
き
締
め
て
練
習

に
望
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
報
道
陣
や
フ
ァ
ン
に
丁
寧
に

対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
野
選
手
。
と
か
く
勝

利
至
上
主
義
に
な
り
が
ち
な
競
技
の
世
界
で

す
が
、
身
体
・
精
神
と
も
に
充
実
し
て
お
ら
れ

る
な
と
思
い
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表

選
考
は
４
月
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

郷
土
の
誇
り
で
あ
る
大
野
選
手
が
活
躍
で
き

る
よ
う
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

広
報
広
聴
課

　
　

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
５
３
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イベント名（開催地域）
問い合わせ先（電話番号）

開催日
（曜日）

5
（日）

1
（水）

イベント
カレンダー月

12121212
 1

月

山
口
市
長

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
は
皆
様
に
と
っ
て
ど
ん
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

国
内
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
を
は
じ
め
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施
行
な
ど
、
今
後
の
わ
が
国

に
と
っ
て
、
大
き
な
転
換
点
と
な
る
出
来
事
が
続

き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、本
市
で
は
、「
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
」
や
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！

山
口
２
０
１
５
」
な
ど
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
相
次

い
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
放

映
が
は
じ
ま
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
国
内

外
か
ら
、
本
当
に

た
く
さ
ん
の
お
客

様
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
活

気
に
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
た
１
年
間
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
年
は
、
本
市
に
と
っ
て
、
平
成
の
大

合
併
に
よ
る
新
市
誕
生
か
ら
１０
年
、
阿
東
町
と
の

合
併
か
ら
５
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で

も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
市
発
足
以
来
、一
歩
ず
つ
歩

み
を
進
め
、
新
市
と
し
て
の
姿
が
実
感
で
き
、
目

に
見
え
る
形
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
次
な
る
１０
年
に
向
け
た
挑
戦
が
始
ま

り
ま
す
。
地
方
創
生
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま

ち
づ
く
り
の
歩
み
を
、
着
実
に
、
ひ
た
む
き
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

13
（日）

企画展Ⅱ「中也の住んだ町
－新宿」（～平成 28 年 4 月
17 日）     　　　　　  （湯田）
中原中也記念館

　　  （☎ 083-932-6430）

企画展「鋳銭司発掘 50 年」
（～平成 28 年 2 月 21 日）   　
　 　　　　　　　 　（鋳銭司）
鋳銭司郷土館
　              （☎ 083-986-2368）

1
（火）

企画展「かさなる・まちなみ
－地図と風景から辿る山口の
歴史」（～ 25 日）         （白石）
歴史民俗資料館
　              （☎ 083-924-7001）

28
（月）

大内の灯 in 雪舟庭（～ 27 日）           
　　 　　　                  （宮野）
山口観光コンベンション協会
　　　　　 （☎ 083-933-0088）

12 月、山口市はクリスマス市
になる。（～ 31 日）  （市内各所）
実行委員会（☎ 083-925-2300）

新春体力づくり鴻の峰登山
　　　　　　　　　　  （白石）
生涯学習・スポーツ振興課
　　　　　  （☎ 083-934-2874）

初日にちかう会・文
もんじゅだけ

殊岳（徳地）
徳地地域交流センター串分館

（☎ 0835-54-0222）

元日登山・雨
あまごい

乞山　　　 （小郡）
小郡地域交流センター
　　　　　  （☎ 083-973-0638）

第 7 回やまぐち新進アーティ
スト大賞受賞者展覧会「零れ日
KOBORE-BI」（～8日）（白石）
文化政策課  （☎ 083-934-2717）

人権ふれあいフェスティバル
（大殿）

人権推進課（☎ 083-934-2784）

全国中学校駅伝大会（秋穂二島）
実行委員会
　　　　　  （☎ 083-924-8997）

あいお道の駅まつり      （秋穂）
山口県央商工会秋穂支所
　　　　　  （☎ 083-984-2738）

AJISU 駅伝大会      （阿知須）
実行委員会   （☎ 0836-65-2022）

消防出初式　            （名田島）
消防本部警防課
　　　　  　（☎ 083-932-2202）

山口市成人式　            （白石）
社会教育課（☎ 083-934-2865）
※式典は市民会館で 14 時から

3
（木）

6
（日）

12
（土）

（金・祝）
1／1

クリスマスナイトフェスティ
バル                            （阿東）
阿東地域交流センター地福分館
　　　　　  （☎ 083-952-0301）

（日）
10／1

5
（土）

山口教育のつどい大会  （大殿）
社会教育課 （☎ 083-934-2866）

23
（水・祝）

4
（金）

花和展（～ 13 日）     （阿知須）
阿知須「いぐらの館」 
　              （☎0836-65-2403）
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第 1 回景観写真
コンテストから

「復興へのクリス
マスツリー」

あしたへトライ
今年を振り返って

一の坂川イルミネーション
点灯式　                        （白石）
山口商工会議所青年部
　　　　　 （☎ 083-925-2300）




